
【クラウドファンディング実施】 

 

生まれや育った環境に左右されず、若者が街のプレイヤーになるための自立援助ホーム立ち上げプロジェ

クト 

 

 

 

私たち『認定 NPO 法人釜ヶ崎支援機構』は、25 年間、大阪市西成区で生活困窮者への支援を行っ

てきました。 

 

長く困窮状態の方々を支援する中で、過酷な成育環境で過ごしてきた方や、若い時に孤立状態にあり

困ったときに頼れる存在がいなかった方が多くいらっしゃることに気づきました。 

 

若い時は仕事や住居を転々としながら何とか生活を保ってきたが、中高年になって体力低下や求職市

場での価値の低下などの壁にぶつかり収入を得ることが難しくなり「ホームレス状態」になってしまうといった



ケースは、よく見られます。 

 

「所持金が尽きた」「家に住めなくなってしまって行く当てがない」「心身の状態が悪化し働けなくなった」な

どの状況に陥った際だけでなく、その手前で出来ることはないかと考え、若年層を対象とした居住支援を

始めました。 

 

これまで若年層を対象とした居住支援として、 

 

・ワンルームタイプの居住支援 

失業などで住まいを失った方に地域内のワンルームの部屋を提供する。 

生活支援、就職活動の経費の支給、一定期間の家賃の免除などを担当者と相談のうえ実施する。 

・シェアハウス 

ワンルームタイプよりも家賃が安く、他者との交流を通じてコミュニケーションに慣れていくことができる。ワン

ルームタイプの居住支援と同じく生活支援を実施する。 

 

を実施しています。 

 

今回の自立援助ホームを立ち上げることで、上記の居住支援に加え、更に密着した支援が可能になりま

す。 

自立援助ホームでは 24 時間体制でスタッフが見守り、就学や就労、自分の居場所を見つけるためのサ

ポートを行います。 



 

困難な状況に置かれている若者が、地域のイベントやボランティアに参加しながら自立援助ホームで生活

し、生活に必要なスキルを身に付け、自分の居場所を見出していく。 

そして、いつか「街のプレイヤー」として活躍できるように、私たちは全力でサポートを行います。 

 

そのために、どうか、皆様の暖かいご支援をお願いいたします。 

 

クラウドファンディングプロジェクトページ 

[https://congrant.com/project/kamagasaki/13691] 

 

※自立援助ホームとは 

■概要 

何らかの理由で家庭にいられなくなり、働かざるを得なくなった子どもに暮らしの場を提供する施設 

■目的 

生き生きと生活できる場、安心して生活できる場を提供し、大人との信頼関係を通して社会を生き抜く

力を身に付け、子どもたちが経済的にも精神的にも自立できるように援助することを目的としている 

 

 

GIVING for SDGs について 

 

GIVING for SDGsは、社会のピースを埋める活動を行うNPO団体への寄付を通じて SDGs に貢献

するしくみとして誕生しました 

https://congrant.com/project/kamagasaki/13691


https://congrant.com/jp/corp/sonybank/givingforsdgs.html 

スポンサー企業 

■ソニー銀行 

 

■釜ヶ崎支援機構さまへのコメント 

 

このたびは「GIVING for SDGs sponsored by ソニー銀行」へのご参加、誠にありがとうございます。 

 

本プロジェクトは、生活保護世帯や貧困世帯が比較的多い地域である大阪市西成区に自立援助ホー

ムを立ち上げるものであり、ホームを通じて野宿生活者や野宿に至るおそれのある人々の社会的処遇を

改善、自立支援を目指すという社会的意義がある取り組みであると考えています。 

 

またソニー銀行では、本プロジェクトを通じて社会福祉の向上を促進するとともに、SDGs の目標である

「No3 すべての人に健康と福祉を」の実現に貢献できることを願っています。 

 

[ソニー銀行公式サイト：https://moneykit.net/?cid=cf_gfs006_02] 

 

https://congrant.com/jp/corp/sonybank/givingforsdgs.html
https://moneykit.net/?cid=cf_gfs006_02

